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長尾　豊
１の１正

体・ラグビー部

佐々木岳志
１年次主任
英・写真部

菊地　隆
総務部長

数・ソフトテニス部（女）

須田美穂
主幹教諭

国・バスケ部（女)

鈴木　充
主幹教諭
理・弓道・
自然科学部

畠山康江
事務室長

佐藤俊明
教頭

菅野正人
教頭

窪山宏一
１の２副

社・サッカー部

長岡　樹
１の２正

体・陸上競技部

佐藤　剛
企画情報部長
体・バスケ部（男）

青木健一
図書視聴覚部長
社・卓球部（女）

鈴木祥子
健康教育部長
体・新体操部

澤村　東
生徒指導部長
体・サッカー部

舞嶽　孝
進路指導部長

数・ソフトテニス部（男）

天野由多可
教務部長
国・演劇部

桑原俊之
１の４正
数・囲碁部

丹野幸枝
１の３副

音・吹奏楽部

今井恵利
主査・学校司書

上村陽一郎
主任主査
事務次長

西村由紀子
養護教諭

佐竹秀子
養護教諭

西村浩一
高体連
体育

吉田　淳
スポ科学科長・企画
体・陸上競技部

阿部志津
１の５副
英・演劇部
JRC部

三井英昭
１の５正

数・硬式野球部

森　　恵
非常勤講師

音

鈴木三夫
臨時職員

千葉義雄
主任技師
（庁務）

田中初美
代替事務

三品玖美
主事

大友優香
主事

中村　亮
１の７副

理・自然科学部
サッカー部

阿部史子
１の７正
家・家庭部

エヴァン・
シャープ
ALT

駿河　恵
高体連書記

千脇隆志
スクール

ソーシャルワーカー

熊谷宏子
スクール

カウンセラー

高野知行
連携

コーディネーター

狩野　瞳
非常勤職員
情・商

1年次 利
府
高
の
先
生
方
を
紹
介
し
ま
す

難
し
い
状
況
に
あ
っ
て
も
成
長
を

父
母
教
師
会
会
長
　
早
瀨
　
哲
也

　
日
頃
か
ら
父
母
教
師
会
の
活
動
に
参
加

ご
協
力
を
賜
り
、
有
り
難
う
御
座
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、
波
乱
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま

し
た
。
先
生
方
を
は
じ
め
学
校
関
係
者
の

方
々
の
ご
苦
労
は
大
変
な
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
現
時
点
で
は
、
随
分
と
以
前
の
生

活
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
父
母
教
師
会
の
活
動

に
限
っ
て
言
い
ま
す
と
、
ほ
ぼ
全
て
の
イ

ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
計
画
は
縮
小
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
で
す
か
ら
、
父
母
教
師
会
と
し
て
は
何

も
出
来
な
い
事
の
焦
り
や
戸
惑
い
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。

　
そ
れ
で
も
、
父
母
教
師
会
の
原
点
に
注

目
し
て
み
ま
し
た
。
本
来
父
母
教
師
会
は
、

保
護
者
の
活
動
の
為
で
は
な
く
、
自
分
達

の
子
供
や
孫
で
あ
る
生
徒
達
の
、
健
全
な

育
成
の
為
の
も
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
時
に
、
出
来
る
事
、
な
す
べ

き
事
が
い
く
ら
で
も
あ
る
こ
と
に
気
付
き

ま
し
た
。
例
え
ば
、
家
庭
で
生
徒
の
話
を

し
っ
か
り
と
聞
い
て
、
学
校
の
様
子
や
今

悩
ん
で
い
る
事
な
ど
に
一
緒
に
取
り
組
む

こ
と
や
、
将
来
の
目
標
や
進
路
に
関
す
る

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
当
た
り
前
の
事
の
よ
う

で
す
が
、
こ
れ
ら
の
基
本
的
な
事
に
取
り

組
め
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
あ
る
意
味
、
今
年
度
の
生
徒
達
は
、
思

う
よ
う
に
勉
強
や
部
活
動
に
携
わ
れ
な
い

状
況
の
中
で
の
活
動
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ
忍
耐
や
辛
抱
強
さ

と
言
っ
た
人
生
の
中
で
大
切
な
資
質
を
培

う
と
て
も
素
晴
ら
し
い
機
会
と
捉
え
る
事

で
、
成
長
の
糧
と
出
来
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
保
護
者
と
し
て
人
生
の
先
輩
と
し
て
若

者
達
を
見
守
っ
て
行
け
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
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阿部公也
３の２正

英・硬式野球部

髙橋美江子
３の１副
情・美術部
書道部

徳重貴宏
３の１正

体・ソフトボール部

和田正嗣
３年次主任
数・卓球部（男）

髙安直人
２の１副
体・剣道部

八巻尚士
２の１正

体・ハンドボール部

松本　玄
２年次主任

数・卓球部（女）

戸村絵理
１の１副

国・硬式テニス部（男）
ギター部

髙橋治彦
３の３副

国・ソフトテニス部（女）
吹奏楽部

熊谷裕子
３の３正

体・フェンシング部

小野寺幸弘
３の２副

体・バレーボール部

谷口文治
２の３副

数・サッカー部

及川淳一
２の３正

社・ラグビー部

平岡由佳
２の２副

英・ハンドボール部

間橋康生
２の２正

体・硬式野球部

瀧村達也
１の３正

英・硬式テニス（女）

和田善行
３の５正

社・硬式テニス部（男）

古川愛美
３の４副

国・陸上競技部
文芸部

星　　清
３の４正

社・バレーボール部

高橋宏明
２の５副

英・ソフトボール部

畠山絵里
２の５正
国・書道部

佐々木健
２の４副
美・美術部

村上一馬
２の４正

社・硬式野球部

小山雄大
１の４副

社・ソフトテニス部（男）
ハンドボール部

平野大介
３の６副

英・バスケ部（男）
囲碁将棋部

浅野江里
３の６正

理・新体操部

竹内恭子
３の５副
国・華道部
卓球部（男）

菊地明子
２の７正
英・放送部

御代一徳
２の６副
英・弓道部

五十嵐康仁
２の６正
国・水泳部

中川美喜子
１の６副
国・茶道部
JRC部

阿部　豊
１の６正
英・剣道部

佐々木広美
３年次

家・家庭部
フェンシング部

飯野晃生
３の７副

理・陸上競技部

佐々木由紀
３の７正
英

バレーボール部

佐藤佳彦
２年次

理・ギター部
写真部

芳賀　薫
２年次

国・水泳部
茶道部

岡嶋佳治
２の７副

理・硬式テニス部（女）

鈴木大地
１年次

理・バスケ部（女）

後藤昌崇
１年次

社・卓球部（男）

2年次3年次

保
護
者
と
の
連
携

校
　
長
　
駒
木
　
康
伸

　
こ
の
４
月
の
異
動
に
よ
り
，
校
長
と
し

て
赴
任
し
て
参
り
ま
し
た
駒
木
康
伸
と
申

し
ま
す
。
会
員
の
皆
様
方
と
「
利
府
高
校

の
伝
統
」
を
築
い
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
お
子
様
の
目
標
達
成
に
は
、「
日
々

の
授
業
に
集
中
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

か
」、
そ
し
て
「
目
の
前
の
こ
と
に
一
生

懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
」
と
い
う
こ

と
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の

２
つ
の
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
、

保
護
者
の
皆
様
の
御
協
力
が
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
の
で
、
３
点
お
願
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
お
願
い
の
１
点
目
は
、
家
庭
学
習
に
つ

い
て
で
す
。
高
等
学
校
は
、
学
習
内
容
が

高
度
に
な
り
専
門
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

御
家
庭
で
の
予
習
・
復
習
等
の
習
慣
づ
け

が
で
き
る
よ
う
に
声
が
け
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
２
点
目
は
、
生
活
面
に
お
い
て
社
会
や

学
校
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
自
分
の
行
動
に

つ
い
て
は
自
分
で
責
任
の
持
て
る
人
間
に

な
る
よ
う
御
家
庭
で
も
御
指
導
願
い
ま
す
。

　
３
点
目
は
、
思
春
期
に
お
い
て
は
、
不

安
と
動
揺
に
陥
る
こ
と
の
多
い
時
期
で
す
。

ま
た
、
将
来
の
生
き
方
に
つ
い
て
迷
い
悩

む
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
、

自
分
の
苦
し
さ
や
大
変
さ
を
、
い
ろ
い
ろ

な
形
で
訴
え
ま
す
。
何
か
心
配
な
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
先
生
方
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
教
員
へ
の
相
談
が
し
に

く
い
場
合
に
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
へ
の
相

談
も
可
能
で
す
。

　
高
校
生
活
は
、
多
感
な
時
期
で
、
気
持

ち
が
揺
れ
動
く
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
大
切
な
こ
と
は
御
家
庭
と
学
校
が

連
携
を
密
に
し
て
、
同
じ
気
持
ち
で
教
育

に
当
た
る
こ
と
と
考
え
ま
す
。
保
護
者
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
校
の
教
育

活
動
に
御
理
解
を
賜
り
、
御
支
援
と
御
協

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。



体育館改修工事終了
　昨年度８月から行っ
ていました工事が２月
に終了しました。
床 が 全 面 張 り 替 え ら
れ、多目的トイレも設
置されました。
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ゼロから始めるゴルフ実習
 3年　千葉　一之丞

　私たち３年次スポーツ科学科は、例年であればキャンプ実
習を行うはずでしたが、新型コロナウイルス感染拡大を防ぐ
ため中止になりました。その代替として、スポーツ科学科設
立以来初となるゴルフ実習が実現しました。
　私たちは「利府・丹勝ゴルフ練習場」さんのご厚意により、
打ちっぱなしとパークゴルフを楽しみました。打ちっぱなし
では、正しいフォームで打つことを意識しながら行いました。
しかし自分の思っているとおりのフォームが出来ず、苦労し
ました。それでもボールを捉えた時のボールの伸びはとても
気持ちいいものでした。パークゴルフでは、芝の状態や傾き
などを考えながらプレーするところが魅力でした。真っすぐ
打っているつもりでも曲がったりすることがあるのでとても
難しかったです。しかしパッ
トを決めた時はとても達成感
を感じました。今回このよう
な状況でゴルフ実習を企画し
ていただいた先生方や関係者
の皆様に感謝したいです。

編 

集 

後 

記

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、

１
ヶ
月
以
上
遅
れ
て
始
ま
っ

た
新
年
度
、
生
徒
た
ち
が
楽
し

み
に
し
て
い
た
様
々
な
学
校

行
事
も
中
止
や
見
直
し
と
な

る
な
ど
、
見
え
な
い
脅
威
に
不

安
を
感
じ
る
毎
日
で
す
。
そ
ん

な
中
で
も
、
安
全
・
安
心
に
学

校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
対
応

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
先
生

方
に
は
、
保
護
者
と
し
て
感
謝

の
一
言
に
尽
き
ま
す
。

　
さ
て
、
第
73
号
の
発
行
に
向

け
て
行
わ
れ
ま
し
た
編
集
委

員
会
は
、
例
年
通
り
で
あ
れ
ば

高
総
体
の
結
果
な
ど
運
動
部

の
活
躍
を
掲
載
す
る
予
定
で

し
た
が
、
内
容
の
大
幅
な
変
更

と
い
う
、
初
回
か
ら
難
し
い
問

題
と
対
峙
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
替
わ
り
の
記
事
に
つ

い
て
も
い
ろ
い
ろ
意
見
が
あ

が
り
ま
し
た
が
、
結
果
今
号
は

ペ
ー
ジ
を
減
ら
し
た
形
で
の

発
行
と
し
ま
し
た
。

　
次
号
は
ペ
ー
ジ
数
も
通
常

に
戻
し
、
特
集
記
事
を
組
む
な

ど
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
元
気

な
利
府
高
生
の
様
子
を
お
伝

え
で
き
る
よ
う
企
画
し
て
ま

い
り
ま
す
。

編
集
委
員
長
　
伊
藤
　
愛
明

卒業生からのメッセージ
現在利府高校HP上に第５弾までアップされております。
応援ありがとうございます。
是非ご覧下さい。

※QRコードからどうぞ。

前期行事予定
４
月
23
日　
　
　
　
　
　
入
学
式

６
月
１
日　
　
　
　
　
　
授
業
再
開

６
月
23
日
・
24
日　
　
　
三
年
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科
ゴ
ル
フ
実
習

７
月
15
日
～
17
日　
　
　
前
期
中
間
考
査

８
月
３
日
～
19
日　
　
　
夏
季
休
業

８
月
21
日
～
９
月
３
日　
三
者
面
談（
一・二
年
次
）

９
月
24
日
～
29
日　
　
　
前
期
期
末
考
査

９
月
30
日　
　
　
　
　
　
前
期
終
業
式

※
６
月
20
日
・
７
月
４
日
・
７
月
11
日
・
９
月
19
日　
土
曜
振
替
授
業

課
外
授
業

６
月
30
日
～　
　
　

 　
三
年
課
外
授
業
開
始

８
月
３
日
～
19
日　

 　
一
年
次
講
習

（Classi 

使
用
：
国
数
英
各
五
時
間
程
度
）

８
月
３
日
～
５
日　

 　
課
外
講
習（
二・三
年
次
）①

８
月
17
日
～
19
日　

 　
課
外
講
習（
二・三
年
次
）②

全国高校総合文化祭に出品して
 書道部　土井　あかり

　私は第44回全国高校総合文化
祭に宮城県代表として出品しま
した。全国高校総合文化祭では
全国の書道展の県代表が出品し
ています。そのため、とても迫
力がある大きな作品や、繊細に
書かれた作品など、様々な作品が集まります。
私は仮名の「針切」という作品を書きました。仮
名は細く、靱やかな線が特徴の作品です。その
作品を出品することができ、とても嬉しく思い
ます。ですが今年はコロナウイルスの影響があ
り、本来は高知県で作品展示や、他の学校の方
との交流があるはずでしたが、インターネット
での開催となってしまいました。全国高校総合
文化祭に出品したという実感はまだありません
が、現地で直接作品を見て、交流を行いたかっ
たと思う悔しさがあります。これからは後輩の指導等を頑張

りたいです。

※土井さんの作品はこちらから見ること　
ができます。
https://www.websoubun.com/dept/
calligraphy/page/032.html


